
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年２月２８日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

ドラム缶等用保温ヒーター（ドラム缶保温ヒーター） 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、ドラム缶、ペール缶、一斗缶などの容器の外周に直接巻いて用いる帯

状のヒーターである。 

 容器内のペイント、ワックス、グリスなどの粘性を有する溶剤を一定温度に保つ

ことによって硬化を防ぐ。 

 温度調節は、ヒーター表面に取り付けられた温度センサーにより、１５～１２

０℃の間の任意の温度に設定できる。 

 

○構造、仕様、意匠 

 ヒーター部は、薄い２枚のシート間にニクロム線を挟んだもので、幅２５０㎜、

厚み約１.５㎜。柔軟性はあるが折りたたむことはできない構造である。 

 定 格：１００Ｖ、単相２００Ｖ又は３相２００Ｖ、５０－６０Ｈｚ 

     消費電力は４００Ｗ～２ｋＷまで各種あり 

 

○主な使用者、販売先 

ペイント、ワックス、グリス等を用いる事業者 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 特定電気用品以外の電気用品中、電熱器具の「電熱マット」として取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、表面の材料に柔軟性を有し、弾力性を有する帯状ヒーターであるこ

とから、「電熱マット」として取り扱うことが妥当と判断する。 

 


